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令
和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
・

令
和
５
年
度
当
初
予
算
案（
中
小
企
業
庁
）

令
和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
・

令
和
５
年
度
当
初
予
算
案（
中
小
企
業
庁
）

　

令
和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算
と
、令
和
５
年
度
当
初
予
算
案
が
経
済
産
業
省
よ
り
発
表
さ
れ
た
。ま
た
、令
和
４
年
12

月
23
日
に
令
和
５
年
度
予
算
案
等
が
閣
議
決
定
し
た
。ポ
イ
ン
ト
の
１
つ
が
、新
型
コ
ロ
ナ
の
長
期
化
、原
材
料・エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
等
の
高
騰
に
よ
り
厳
し
い
経
営
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
へ
の
対
応
を
主
と
す
る「
資
金
繰

り
支
援
」や「
価
格
転
嫁
対
策
」等
で
あ
る
。主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
。

「
新
た
な
借
換
保
証
制
度
の
創
設
」

保
証
上
限
…
…
…
…
…
…
…
1
億
円

保
証
料
…
…
…
…
…
…
0
.
2
％
等

　

民
間
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資（
実
質
無
利
子・

無
担
保
融
資
）か
ら
の
借
換
需
要
に
加

え
、他
の
保
証
付
融
資
か
ら
の
借
換
や

新
た
な
資
金
需
要
に
も
対
応
す
る
た

め
、1
0
0
%
保
証
は
1
0
0
%
保

証
で
借
換
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
保

証
制
度
を
創
設
。金
融
機
関
に
よ
る

継
続
的
な
伴
走
支
援
に
よ
る
経
営
改

善
に
取
り
組
む
事
業
者（
一定
の
売
上

減
少
要
件
等
を
満
た
す
場
合
）の
保

証
料
の一部
を
補
助
。

「
経
営
者
保
証
を
徴
求
し
な
い
創
業

時
の
信
用
保
証
制
度
の
創
設
」

保
証
上
限
…
…
…
…
3
，5
0
0
万
円

　

創
業
時
に
課
題
と
な
る
経
営
者
保

証
を
不
要
と
す
る
信
用
保
証
制
度
を

創
設
。事
業
者
が
債
務
不
履
行
と
な
っ

た
場
合
に
発
生
す
る
信
用
保
証
協
会

の
損
失
の一部
等
を
補
填
。

 

成
長
分
野
へ
の

転
換
を
図
る
事

業
者（
成
長
枠
）

に
対
し
て
は
、グ

リ
ー
ン
成
長
枠

と
同
様
に
売
上

減
少
要
件
を
撤

廃
。ま
た
、大
胆

な
賃
上
げ
に
取

り
組
む
事
業
者

に
は
、更
な
る
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

（
補
助
率
・
補
助

上
限
の
引
上
げ
）

を
措
置
。

　

市
場
規
模
が

縮
小
す
る
業
種・

業
態
か
ら
の
転

換
や
円
安
を
活

か
し
た
国
内
回

帰
を
図
る
事
業

者
を
対
象
と
す

る
支
援
枠
を
新
設
。業
況
が
厳
し
い

事
業
者
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
高
い

補
助
率
で
支
援
。

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
設

備
投
資
、販
路
開
拓
、Ｉ
Ｔ
導
入
、事

業
承
継
等
を
支
援
。グ
リ
ー
ン
分
野

へ
の
投
資
加
速
化
、大
胆
な
賃
上

げ
、イ
ン
ボ
イ
ス
へ
の
対
応
を
支
援

す
べ
く
、補
助
率
や
上
限
額
を
引
上

げ
。

　

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
生

産
性
向
上
の
た
め
の
取
組
を
切
れ

目
な
く
支
援
す
る
た
め
、交
付
金

事
業（
令
和
５
年
度
ま
で
）に
加
え

て
、国
庫
債
務
負
担
行
為（
令
和
６

年
度
ま
で
）に
よ
り
長
期
的
な
予
算

措
置
を
担
保
。

【
も
の
づ
く
り
補
助
金
】

　

革
新
的
製

品
・
サ
ー
ビ
ス

の
開
発
や
、生

産
プ
ロ
セ
ス
等

の
改
善
に
必

要
な
設
備
投

資
等
を
支
援
。

　
「
グ
リ
ー
ン

枠
」
を
拡
充

し
、温
室
効
果

ガ
ス
排
出
削

減
の
取
組
度

合
い
に
応
じ

て
、３
段
階
の

補
助
上
限
を

設
定
す
る
こ

と
で
、幅
広
い

省
エ
ネ
ニ
ー
ズ

を
取
込
む
。

　
「
グ
ロ
ー
バ

ル
市
場
開
拓

枠
」
を
新
設

し
、海
外
展
開

に
係
る
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ・プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
等

の
経
費
を
補

助
対
象
へ
追

加（
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
事
業
を
統

合
）。事
業
終
了
後
３
〜
５
年
に
事
業

場
内
最
低
賃
金
を
年
45
円
以
上
引
上

げ
等
で
上
限
を
最
大
1
，0
0
0
万

円
引
上
げ
。

【
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
】

　

小
規
模
事
業
者
に
よ
る
経
営
計
画

策
定
及
び
販
路
開
拓
等
を
支
援
。　

　

イ
ン
ボ
イ
ス
枠
を
拡
充
し
、課
税
事

業
者
に
転
換
す
る
事
業
者
の
補
助
上

限
を
50
万
円
上
乗
せ
。（
通
常
、上
限

は
50
〜
2
0
0
万
円
、
補
助
率

2
/
3（
一部
3
/
4
）。赤
字
事
業
者

の
補
助
率
引
上
げ
3
/
4
は
継
続
。）

【
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金
】

　

中
小
企
業
の
業
務
効
率
化
や
Ｄ
Ｘ

を
推
進
す
る
た
め
、I
T
ツ
ー
ル
等
の

導
入
費
用
を
支
援
。

　

イ
ン
ボ
イ
ス
対
応
に
必
要
な
I
T

ツ
ー
ル
導
入
促
進
の
た
め
、ク
ラ
ウ
ド

利
用
料（
２
年
分
）や
ハ
ー
ド（
P
C

等
）購
入
の
補
助
対
象
化
、補
助
率
引

上
げ（
1
/
2
↓
2
/
3
〜
3
/
4
）

を
継
続（
デ
ジ
タ
ル
化
基
盤
導
入
枠
）。

ま
た
、安
価
な
ツ
ー
ル
導
入
も
支
援
す

る
た
め
、補
助
下
限
額（
5
万
円
）を

撤
廃
。

【
事
業
承
継・引
継
ぎ
補
助
金
】

　

事
業
承
継・引
継
ぎ
に
か
か
る
設
備

投
資
や
販
路
開
拓
、専
門
家
活
用
、廃

業
費
等
を
支
援
。

　
「
経
営
革
新
事
業
」で
は
、事
業
終

了
時
に
事
業
場
内
最
低
賃
金
が
地
域

別
最
低
賃
金
＋
30
円
以
上
等
で
あ
れ

ば
、補
助
上
限
額
を
6
0
0
万
円
↓

8
0
0
万
円
へ
と
引
上
げ（
補
助
率
は

1
/
2
〜
2
/
3
）。

　

現
経
営
者
の
み
な
ら
ず
後
継
者
に

よ
る
取
組
も
補
助
対
象
と
し
、事
業

承
継
の
早
期
化・円
滑
化
を
推
進
。

資
金
繰
り
支
援

１
事
業
再
構
築
補
助
金

生
産
性
革
命
推
進
事
業

類型

補助
上限

補助率

最低賃金枠

大幅賃上げを達成すれば、補助上限を引上げ（最大1,000万円）
1/2 2/3 1/2 2/3

最大
1,500万円

3/4

物価高騰対策・
回復再生応援枠

最大
3,000万円

3/4(一部2/3)

産業構造 
転換枠

最大
7,000万円

2/3

成長枠

最大
7,000万円

グリーン成長枠
エントリー スタンダード

8,000万円 
(中堅1億円)

1億円 
(中堅1.5億円)

1/2（大規模賃上げ達成で2/3へ引上げ）

サプライ
チェーン 
強靱化枠

5億円

1/2

業況が厳しい事業者向け
○大規模賃金引上：上限3,000万円上乗せ ○中小企業等からの卒業：上限を２倍に引上げ

賃上げ等へのインセンティブ

補助
上限

補助率

2

3

中小企業対策
関連予算

（中小企業庁）

通常枠 デジタル枠
グリーン枠

グローバル市場開拓枠 回復型賃上げ・雇用拡大枠
（赤字事業者向け）エントリー スタンダード アドバンス類型

最大1,250万円
最大

4,000万円
最大

4,000万円 最大1,250万円3,000万円

〜
最
後
に
頼
り
に
な
る
商
工
会
を
目
指
し
て
〜

〜
最
後
に
頼
り
に
な
る
商
工
会
を
目
指
し
て
〜

鏡開き 新年の抱負を述べる小川会長 祝辞を述べる大井川県知事

新
春
賀
詞
交
歓
会

　

県
商
工
会
連
合
会
は
1
月
27

日
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
、３
年
ぶ
り
と
な
る
商

工
会
役
員
新
春
賀
詞
交
歓
会
を
水

戸
市
内
の
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

　

当
日
は
、大
井
川
和
彦
県
知
事
、

石
井
邦
一
県
議
長
、県
内
国
会
議
員

の
方
々
を
来
賓
に
迎
え
、商
工
会
及

び
青
年
部
・
女
性
部
・
壮
青
年
部
の

役
員
な
ど
約

2
0
0
名
が

一
堂
に
会
し

た
。

　

発
起
人
を

代
表
し
て
の

挨
拶
で
小
川

会
長
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
で
も

こ
こ
2
年
間

で
県
内
商
工

会
員
数
が

2
3
0
余
り
増
加
し
て
い
る
こ
と

は
、事
業
の
維
持
の
観
点
か
ら
新
し

い
取
り
組
み
を
行
う
事
業
者
に
対

し
て
は
、伴
走
型
支
援
に
よ
り
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
後
押
し
を
行
う
な

ど
、身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
き
め

細
か
な
支
援
に
努
め
た
結
果
、こ
れ

か
ら
も
県
内
商
工
会
一
丸
と
な
っ

て
、地
域
の
最
前
線
に
あ
り
最
後
に

頼
り
に
な
る
の
が
商
工
会
と
い
う

信
頼
に
応
じ
て
い
き
た
い
」と
力
強

く
述
べ
た
。

　

来
賓
の
大
井
川
県
知
事
は
、祝

辞
の
中
で
、「
新
し
い
こ
と
に
果
敢

に
挑
戦
し
、未
来
を
切
り
拓
い
て
い

く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、『
挑
戦
』『
ス
ピ
ー
ド
感
』

『
選
択
と
集
中
』を
基
本
姿
勢
と
し

て
、困
難
な
課
題
に
取
り
組
ん
だ
結

果
、県
外
企
業
立
地
件
数
が
５
年

連
続
全
国
第
１
位
、首
都
圏
か
ら

の
本
社
機
能
移
転
企
業
数
も
全
国

第
１
位
と
な
り
、着
実
に
成
果
を

上
げ
、『
や
れ
ば
で
き
る
』こ
と
を
証

明
す
る
こ
と
が
出
来
た
。ま
た
、本

年
は
全
国
育
樹
祭
や
Ｇ
７
茨
城
水

戸
内
務
・
安
全
担
当
大
臣
会
合
が

開
催
さ
れ
る
な
ど
、大
き
な
イ
ベ
ン

ト
を
控
え
て
お
り
、茨
城
県
の
魅

力
を
更
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」と

述
べ
た
。

　

ま
た
、令
和
４
年
11
月
９
日
茨

城
県
庁
で
開
催
さ
れ
た
茨
城
県
表

彰
式
に
お
い
て
、茨
城
県
功
績
者
と

し
て
荒
野
𠮷
生
県
連
副
会
長（
鉾

田
市
商
工
会
長
）、第
62
回
商
工
会

全
国
大
会
に
て
、中
小
企
業
庁
長

官
表
彰
を
受
賞
し
た
土
浦
市
新
治

商
工
会
青
年
部
と
、美
浦
村
商
工

会
女
性
部
が
紹
介
さ
れ
、盛
大
な

拍
手
が
送
ら
れ
た
。　

　

そ
の
後
、来
賓
の
方
々
と
県
連
正

副
会
長
等
の
発
起
人
が
鏡
開
き
を

行
い
、商
工
会
の
更
な
る
発
展
を
願

い
櫻
井
姚
県
連
副
会
長（
つ
く
ば
市

商
工
会
長
）が
声
た
か
ら
か
に
、乾

杯
の
発
声
。新
年
の
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、歓
談
し
た
。

身
近
な
相
談
窓
口
き
め
細
か
な
支
援
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茨城県商工会連合会の
現況
商 工 会 数
商工会員数
青年部員数
女性部員数
広 報 紙
発 行 部 数

43
41，691
1,768
2,796

45,000
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